
 

 

 

 

 

 

 

８月３日（月）に、白河合同庁舎にて、「令和２年度 学級・授業づくりセミナー」を開催しまし

た。新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から会場を例年の東京第一ホテルから変更するなど、

例年とは異なる形での開催となりました。そのような中、６名の講師の先生方をお招きし、学級経営

や教科指導法等について発表をいただいた今年度のセミナーには、県南域内から９０名近い先生方に

参加をいただきました。夏季休業の短縮等により、大変お忙しい中で本セミナーのために準備をして

くださり発表をいただきました講師の皆様、そしてたくさんお集まりいただいた研修者の皆様に改め

て御礼を申し上げます。 

主体的な研修にするために、６つのブースの中から自分が参加したいブースを３つ選択し、講師の

発表を聞き、意見を交流するという形で研修を進めました。１ブースの研修時間は３０分間と決して

十分ではありませんでしたが、講師の示唆に富んだ発表や研修者の積極的な質問等により、実りある

研修になったと感じています。 

研修後の感想用紙には、すぐに実践することのできる具体的な発表が大変役に立ったこと、振り返

りを通して新たな学びや気付きがあったこと、２学期からの実践意欲が高まったことなどが、一人一

人の研修成果としてまとめられていました。一方、会場や運営方法については貴重なご意見をいただ

きましたので、次年度の開催に生かしていきたいと思います。 

意欲をもって研修に取り組む先生方の姿が、県南の教育を支える大きな力であることを改めて感じ

ることができた研修会でした。本当にありがとうございました。 

 

お世話になりました講師の先生方 （五十音順） 

白河市立表郷中学校      大竹 聡美 先生 白河市立白河第二中学校   鈴木 淳子 先生 

白河市立みさか小学校    大竹 美和 先生 矢吹町立矢吹中学校     高橋 史歩 先生 

棚倉町立棚倉小学校     相良 幸子 先生 白河市立表郷中学校     根本 洋子 先生 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

大竹聡美先生（特別支援教育）     大竹美和先生（国語）      相良幸子先生（道徳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木淳子先生（外国語）     高橋史歩先生（学級経営）    根本洋子先生（算数・数学） 
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 講師の先生方に共通してい

たのは、目の前の子どもたち

をこう成長させたいという思

いと、簡単ですぐに取り入れ

られる工夫やアイディアを実

践している点です。 

講師の先生方の実践が聞けるので、それがとても役に立つと思

っています。年に１回のこのセミナーは貴重です。 

 全ての先生方がいろいろな

手法で生徒の「やる気」「興味」

を引き出すことに力を入れて

いると感じました。 

 

  

 

 授業への不安もありまし

たが、どんどん新たなことに

挑戦して自分も楽しく生徒

も楽しく学べるような授業

づくりに努めていきたいと

思いました。 

 どの先生方も悩みはあると

思うので、こうしてお話でき

る環境づくり、職場づくりが

できるとよいと思います。 

 子どもの頑張りをほめて、

学級全体で認めてあげる、教

師のやりやすさや分かりやす

さを子どもにおしつけてはい

けないことを学びました。子

どもたちがしたくなる、意欲

的に学習できる環境をつくっ

ていきたいと思いました。 

 どの実践も今後の自分に

生かせるものだと思いまし

た。何かを毎日続けることの

大切さ、一人一人を認めるこ

との大切さを感じました。 

 様々な先生の話を聞き、改

めて、２学期も教材研究、指導

の充実に向けて頑張っていき

たいと思いました。 

 講師の先生から普段悩んで

いることのヒントをたくさん

いただけて本当にありがたか

ったです。情報交換すること

で同じ悩みをもっていたり、

新たな気付きもあったりと、

とても役立つ研修でした。 

どの先生方も学級づくりを

第一に考えていらっしゃいま

した。授業を通して学級をつ

くる、それが楽しくて分かる

授業や生き生きとした活動に

つながっているのだと改めて

感じました。 

 どの先生方も独自のやり方

をされていてとても参考にな

り、真似したいものばかりで

した。「自分らしさ」を交えつ

つ（交えるならどこなのかも

考えながら）、実践したいで

す。 

 教師として学び続けるこ

とが大事なのだと改めて気

付く機会となりました。講師

の先生方が今まで勉強して

きたことや経験してきたこ

とを、惜しみなく教えてくだ

さったのがうれしかったで

す。 

 実践してみたい、実践でき

るかもと思える身近な内容で

あったことがとても良かった

です。まず、学級の人間関係づ

くりに力を入れていきたいと

思いました。 

児童が授業で学んでいく

ための発問、コーディネート

などの教師の技術を高める

のはもちろんですが、学級経

営が基礎になり、子ども同士

の信頼関係が良くなった上

での授業があるのだと思い

ました。 

特別支援の視覚支援、どの

子にも分かる支援の視点が

道徳にも教科指導にもつな

がっているものだと改めて

感じました。「見通しを持た

せる」「どの子にも分かる支

援」を２学期のキーワードに

していこうと思いました。  

 先生方がたくさん学び感

じている真剣な様子がとて

もよかったです。「学級づく

り」「授業づくり」の難しさ

と楽しさ、奥深さを改めて感

じました。 

 日々実践されている先生方

の具体的な話が聞け、とても

貴重でした。自分に足りない

ところが分かりました。 

 先生方の話を聞いて、授業

においても学級経営において

も生徒を見取る力が大切だと

強く感じました。生徒の行動

一つ一つをよく観察し、その

都度ほめる、認めるというこ

とが学級全体や個人の高まり

につながると感じました。 

どの授業においても、何よ

りまずは学級経営なのだと改

めて感じました。自分の考え

を伝えられる雰囲気づくりや

環境づくりをもう一度考え直

したいと思います。 

情報交換の際には、同じブ

ースでも注目したポイント

が異なっているなど、新たな

学びに目を向けるきっかけ

になりました。 

子どもたちに見通しを持た

せて、安心感のある授業や活

動が大切であることがよく分

かりました。 

研修者の感想から 


